
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 2002 

令和 5年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物 単位数 4 単位 年次 3 年次 

使用教科書 改訂版 生物 （数研出版） 

副教材等 リード Light ノート生物  （数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・学習を通じて科学的な自然観や倫理観を養い、科学的に探究する能力と態度を育てるために、 

毎時間の授業で常に目的意識をもって受講することが望ましい。 

・授業の中だけでなく、日常生活の中の様々な場面で知識を活用する力や科学的な見方を得ること 

 により、科学者としての基礎的な考え方・発想力を身に付ける。 

・毎回、授業内容を振り返ることで知識の定着を図り、授業での疑問点を探し出して理解を深め 

ようとする態度を見る。 

・授業中のノートは、板書を書き写すだけでなく、自分なりにまとめたり、考え方のポイントや 

教員・クラスメイトの発言内容を書いたりなど、後から見ても分かる内容でメモを取るように 

すること。 

 

２ 学習の到達目標 

科学的な自然観や倫理観を養い、科学的に探究する能力と態度を育てることにより、研究者として

求められる素養を身に付け、知識を活用する力を付ける。生命現象と物質との関わりや生命誕生と

進化の道筋、生物個体と集団・地球規模の生態系について理解し、自ら考えていくことのできる力

を身につけることを目標とする。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

身近な生物や生命現象

に興味・関心を持ち、

生態系の利用法や保全

について考えようとす

る態度を身に付けてい

る。 

 

科学に関する与えられ

た課題をこなすだけで

なく、自ら課題を見出

し、解決を目指して思

考を深め、適切に判断

し工夫する能力を身に

付けている。 

 

実験に関する器具を

きちんと取り扱うこ

とができ、実験で起こ

る様々な現象を見逃

さない観察力を身に

付けている。 

 

 

生物の共通性や我々

の体が持つ生命現象

をより深く理解し、ま

た、地球上に存在する

さまざまな生物がつ

くる生態系に関する

知識を総合的に身に

付けている。 

 

評
価
方
法 

・授業に向かう姿勢 

・内容に関する関心 

・提出物の提出状況 

・自己評価 

 

・探究活動の発表 

・グループワークの 

取り組み 

・学習の取り組みを 

まとめたレポート 

・提出物 

 

・実験器具などの取り 

扱いの状況 

・グループワークの 

取り組み 

・学習の取り組みを 

まとめたレポート 

 

・定期考査 

・小テスト 

・提出物 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元名 学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

１
学
期 

第
１
編 

生
命
現
象
と
物
質 

 
 

 
 

 

第
２
編 

生
殖
と
発
生 

第１章 細胞と分子 ○    a:生物を構成している物質と細胞との関連

性や遺伝情報がどのようなしくみで発現

し、われわれの体を構成しているのか、

生命誕生にはどのようなしくみがあるの

かということに興味・関心を持ち、考え

ようとする姿勢を意欲的に持とうとして

いる。 

b:バイオテクノロジーがわれわれの生活に

どのように影響を与えているのか、どの

ようなメリットや問題点があるのかなど

を考察し、バイオテクノロジーに関する

技術と可能性について自らの考えを表現

できている。 

c:実験器具の扱いなどを習得し、探究活動の

過程や結果をきちんとまとめることがで

きている。 

d:代謝とエネルギー、遺伝子の発現調整や

動物・植物の発生について理解し、知識

を身につけている。 

小テスト 

 

提出物 

 

レポート 

 

グループ 

ワークの 

取り組み 

 

探究活動 

 

定期考査 

第２章 代謝    ○ 

第３章 遺伝情報の発現 ○    

 ・遺伝子の発現調節    ○ 

 ・バイオテクノロジー  ○   

第４章 生殖と発生 ○    

 ・減数分裂と遺伝情報 

 の分配 

   ○ 

 ・動物の配偶子形成と受精 

 ・初期発生の過程 

   ○ 

 ・植物の配偶子形成と発生    ○ 

探究活動   ○  

     

２
学
期 

第
３
編 

生
物
の
環
境
応
答 

 
 

 
 

 

第
４
編 

生
態
と
環
境 

第５章 動物の反応と行動 ○    a:生物はどのような刺激を受容することが

できるのか、生物の世界ではどのような

生物集団が存在し地域性をつくっている

のかについて興味・関心を持ち、考えよ

うとする姿勢を意欲的に持とうとしてい

る。 

b:多様に進化した生物がどのようにして生

態系という一つの世界を築いているのか

ということを物質生産やエネルギーの流

れの観点も含めて考察し、自らの考えを

表現できている。 

c:実験器具の扱いやデータの取り扱いなど

を習得し、探究活動の過程や結果をきち

んとまとめることができている。 

d:動物や植物があらゆる刺激を受容し、ど

のように行動したり応答したりするかに

ついて理解し、知識を身につけている。 

小テスト 

 

提出物 

 

レポート 

 

グループ 

ワークの 

取り組み 

 

探究活動 

 

定期考査 

第６章 植物の環境応答    ○ 

第７章 生物群集と生態系 ○    

 ・生態系における物質生産  ○   

 ・生態系と生物多様性  ○   

探究活動   ○  

     



 

※令和３年度以前入学生用 

学 

期 

単
元名 学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

３
学
期 

第
５
編 

生
物
の
進
化
と
系
統 

第８章 生命の起源と進化 ○ ○   a:地球誕生から生命が誕生するまでのしく

みやどのように進化し適応してきたのか

について興味・関心を持ち、考えようと

する姿勢を意欲的に持とうとしている。 

b: 長い地球の歴史の中でどのように進化

が起こり、なぜ進化が起きるのかという

ことを考察し、自らの考えを表現できて

いる。 

c:実験器具の扱いや資料の取り扱いなどを

習得し、探究活動の過程や結果をきちん

とまとめることができている。 

d:現在までに進化してきた生物がどのよう

に系統づけられて分類されているのかに

ついて理解し、知識を身につけている。 

小テスト 

 

提出物 

 

レポート 

 

グループ 

ワークの 

取り組み 

 

探究活動 

 

定期考査 

第９章 生物の系統    ○ 

探究活動   ○  

     

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を 

付けている。 

 

 


